
トータルライフデザイン構築事業アンケート結果

★参加者数

①10/27 ②2/23

男 31 16 11

女 63 28 25 2/4　参加者14人内訳　17歳～41歳 (夫婦3組含む)

合計 94 44 36 会社員・公務員9人、高校生1人、大学生3人、主婦1人

★事業全般の感想

理由
あまり参考

にならなかっ
理由

参考になら
なかった

・子育ての状況、経済状況について考えることができたから（今ま
で考えていなかった）
・ライフプランについて自分でも考えようと思ったから
・男性も子育てをしないといけないと思ったから   など

1/44

2.3%
0/44

・父親のあり方というか母親にとっての父親の役割を学ぶことがで
きた
・実際のお父さんお母さんの話を聞けて、大変さも知れたけど楽し
さも感じられたのでとても参考になったし、少し自分の将来に繋が
るものになったんじゃないかなと思ったから
・育休はどういうところが楽しく、どういうところが大変か分かった
など

1/44

2.3%
0/44

・今の日本の現状を全然知らなかったから
・自分の人生設計を立てるのが難しくて自分を見直すことができた
・将来の一人暮らしにあたっての見通しができた
・結婚に対する具体的な金額を知ったから
・将来のことを考える機会を得た
・実家暮らしでお金の事についてあまり知らなかったが、知れて貯
金の大切さがわかった　　　など

1/36

2.8%
0/36

・セミナーからさらに掘り下げた話が聞けた
・色々な家庭のあり方を知る事ができたから
・子育てについてイメージができた
・結婚する良さを知れた
・産休を取得した際のメリット、デメリット
・疑問に思っていたことが解決した
・結婚のタイミング、きっかけを知ることができた
・結婚や育児、金銭面についてお話を頂けたため
・実際のお母さんお父さんの意見を聞けて、結婚への気持ちが変
わったと思う
・結婚、出産後に自分のライフスタイルをどのように変えていくの
か、変わっていくのかが聞けた
・本音などが聞けた(親は話してくれないこともあるので)
・子どもができるまでのプラン等、聞けて良かった。
・結婚、出産のことについて考えた事がなく、具体的に教えてくれた
ので、意識が変わった　　　など

1/36

2.8%
0/36

パパ・ママ・赤ちゃん
との交流②

21/36

58.3%

・男性の育児はいい事だらけということ
・自分の時間をどう使うか、どのように子育てしていくのかの考え方
・結婚生活は思ったより悪くないということ
・パートナーを見つけるにあたって自分を知ることを教えて頂いた
・同じきょうだいでも育て方が違い、それぞれ個性に合わせて育児をすると
いうこと
・単身赴任中で育児を手伝ってくれなくても家族のことを想っている気持ち
だけで母親は育児を頑張れる
・父親目線の育児の困難さ　　　など

・50歳までに結婚したことがない人が2割もいるということ
・10人に1人は離婚すること
・結婚年齢の高齢化
・育児と介護につながりがあり、高齢者への虐待では息子が一番多いこと
・モデルがいない生き方の困難さ　　　など

特に印象に残ったこと

・子どもができてから夫とけんかをしなくなった。
・どんなに大変でも夫の「大変だったね」という言葉がけで楽になるというこ
と
・夫婦の関係であったり、パートナーとの話し合いについて
・気遣い、人生、多様性
・子どもができる前と後の変化
・話を聞かせてもらった母親２人ともとても楽観的であったこと
・結婚や子育ては人それぞれ価値観が違う。
・夫が協力する話
・貯金の話
・家庭内での話　　　　など

・親がモデルになりがちだけど、考え方など時代が変わっているから親だけ
をモデルにしないようにすることが必要であること
・貯金をするには生活費のやりくりが大変
・出産を機に仕事を辞めたら、1億～2億円の損になること
・将来かかるお金のこと　　　など

藍野大学

22/44

50.0%

参考になっ
た

14/44

31.8%

22/36

61.1%

特別授業2/4

4
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20/44

45.5.%

28/44

63.6%

13/36

36.1%

結婚・子育ての変遷
とライフデザイン
（大阪教育大学教育
学部准教授
小崎恭弘先生）

パパ・ママ・赤ちゃん
との交流①

とても参考
になった

ライフプランとお金
の話
(特定社会保険労務
士・キャリアコンサル
タント　天野勉先生)

①
藍
野
大
学

②
藍
野
大
学

14/36

38.9%



トータルライフデザイン構築事業アンケート結果

特
別
授
業

・子どもと触れ合うことで不安が少し解消された。リアルな生活を聞
けて良かった。
・子育てや働き方についていろいろ知れたから
・直接自分で触れ、自分の耳で話を聞けたので
・身近にリアルな話を聞けたから　　　など

0/14 0/14

★結婚についての意識の変化

理由
したくなく
なった

理由
もともとし
たくない

理由
いずれでも

ない
理由

①
藍
野
大
学

・せめて30代には結婚したいと思った
・まだ先のことは考えられないが、家族を持つあたたかさをもちたい
と思った
・楽しそうに子育てしているなと思ったし、男性が手伝ってくれる機
会が増えれば仕事しながらも子育てできるのではと思ったから
・結婚生活も子育ても思っていたより楽しそうで、みなさんイキイキ
していたから
・おばあちゃんになったとき、一人はしんどいので　　　など

1/44

2.3%

2/44

4.5%
・現状必要ではない 0/44

②
藍
野
大
学

・結婚していても自分のやりたいことをやっているお母さんがいた
から
・実際に子どもと触れ合ったり、お母さんの話を聞いて結婚も悪くな
いと思った
・協力して子育てされていて楽しそうだったから
・共働きが大切になってくると思ったため
・結局大変ていうけど楽しいのではないか
・祖父母に見せてあげたいから
・子どもがほしいから
・一人で死ぬのは嫌だから　　　　など

1/36

2.8%

・子育ても大変だ
し、育休を取ると
なったらブランクあ
くし、仕事している
方が楽な気がして
きたため

3/36

8.3%

・他人が嫌いだから
・現実の人に興味がない
・気持ちが悪い
・結婚する人が想像できない

1/36

2.8%

13/44

29.5%

26/44

59.1%

・生後８週は全力で育児することを学んだこと
・着替えがあんなに大変だとは思わなかった
・子どもは重い
・共働きで子どもを育てるには夫婦の協力が不可欠だということ
・子育てには父親のサポートも絶対必要なのだと思った
・赤ちゃんは「快」「不快」を基準に物事を感じているということ
・夫も授乳以外はまんべんなく家事をできるようになっていた方が良いとい
うこと　　　など

パパ・ママ・赤ちゃん
との交流

10/14

71.4%

4/14

28.6%

7/36

19.4%

24/36

66.7%

したいと思う
ようになった

もともと
したい



トータルライフデザイン構築事業アンケート結果

★結婚希望年齢

①
藍
野
大
学

②
藍
野
大
学

★子どもをもつことについての意識の変化

ほしくなった 理由
ほしくなく
なった

理由
もともとほ
しくない

理由
いずれでも

ない
理由

①
藍
野
大
学

・子どもがいることによって楽しいことがわかったから
・自分たちが育てる責任・プレッシャーも多くあるが、成長や子ども
の姿をみるのはとてもよいことだと思った
・もともと子どもはほしくなく、育児は大変なイメージだけだったけ
ど、夫とかにも手伝ってもらえたら自分の時間もあるのだと思った
など

0/44
2/44

4.5%

1/44

2.3%

②
藍
野
大
学

・幸せそう、楽しそうだった
・人として、多様性を受け入れるため
・子どもによって夫婦の形を考えさせられると思う
・子どもが好きだから
・子どもは力になると思うから
･子どもを産む事の大変さと楽しさを知った
・子育ては大変より楽しいのかもと感じた
・子育てを経験したい
など

0/36
1/36

2.8%
・結婚したくないから

2/36

5.6%

・子どもを育てることに対して
の責任が持てないため
・結婚も考えていないから

特
別
授
業

･家族が欲しいと思った
・手をかけて育て、一人前の大人にしたい
・日々の成長を感じられると知ったから
・子どもが好きで成長を見守りたい、親に孫の顔を見せたい
・今日触れ合えた子どもたちがみんなとてもかわいかったから
など

0/14 0/14

理由

・働いて落ち着いてから
・働いて、子育てのことを考える余裕がほしい
・自分の母をモデルにしていたが、自分で新しい道を切り開いていきたいと思った
・仕事が安定してからだけど、遅すぎると出産や育児が大変になると思ったから
・無理に結婚しなくても良いと感じたため
・早めの結婚も悪くないと思った
など

・仕事や金銭面を考えて
・働いて自分に自信がついたらと思った
・子育てする上では少しでも若い方が体力的に楽だと言っていたから
・28歳まではやりたいことをしたいから
・出産を35歳までにしたいから/30歳までにしたいから
・早目に子どもを産んで、その後しっかり働きたいと思ったから
・30歳で結婚や出産をしている方が多かったから
・社会のことを深く知ってからの方がいいかもしれないから
・ある程度仕事をしたいから
など

5/14

35.7%

8/14

57.1%

28.1歳
⇒

＋0.2歳
28.3歳

6/36

16.7%

26/36

72.2%

受講後

⇒

＋1.8歳
29.5歳

受講前

27.7歳

もともとほし
い

15/44

34.1%

26/44

59.1%



トータルライフデザイン構築事業アンケート結果

★子どもをほしい年齢・人数の変化

①
藍
野
大
学

②
藍
野
大
学

特
別
授
業

26.1～30.7歳の間に
2.2人ほしい

2歳up

⇒

＋0.1人

26.6～32.7
歳の間に

2.3人ほしい

・３ヵ月後に生まれます
・早めにほしい
・きょうだいを見ていていいなと思ったから
など

28～32.6歳の間に
1.7人ほしい

0.1歳up

⇒

増減なし

28.2～32.7
歳の間に

1.7人ほしい

27.5～31.5歳の間に
1.8人ほしい

2.2歳up

⇒

＋0.2人

28.4～33.7
歳の間に

2.0人ほしい

理由

・仕事が落ち着いてから
・子どもが20歳になったときに60歳以内でありたい
・実際の数値と、きょうだいがいると手伝ってくれるという話を聞いて
・高齢で出産してもリスクがあると思ったから
・体力的にも若いうちに産んだほうがいいと思ったから
・一人っ子なので一人を大切に育てたい
・一人っ子より二人の方が寂しくないと感じたから
・とりあえず30歳で一人目を産めたらいいなと感じた 　など

・自分が自立してからの方が良いけど、若い時の方が良い
・高齢出産は体力的に大変だと思うから
・お金がかかってしまうために貯金がいる
・また若くなければならないというわけではなく、自分のペースで進んでいいと知った
・平均位でいいかなと思った
・早く子どもを産んだほうが２人目など作りやすい
・貯金してから子どもがほしい
・仕事メインで頑張りたいから　　など

受講前 ⇒ 受講後



トータルライフデザイン構築事業アンケート結果

★子育てのイメージの変化

受講後

①
藍
野
大
学

・両親の協力が大切
・大変な中にも喜びや楽しさがある
・男性の中には子育てに積極的な人がいる
・楽しそうで周りの人に助けてもらったり仕事もできる
・みんなでするもの
・周りの理解や協力があれば楽しそう　　　など

②
藍
野
大
学

・母が７割、父が３割
･夫婦で協力すれば楽しいこともある
・夫婦や周りの人に助けてもらいながら育てる
・夫と話し合い、自分たちに合ったライフスタイルを考えていくことが
大事
・しんどい時もあるがそれをカバーするくらいの幸せがある
・子育てはストレスがあり、自分の時間がなくなる　　　など

特
別
授
業

･得るものがあるのだなと感じた
・思った以上に子どもの成長が早く、大変そうであるけど楽しそう。
・子どもの成長を感じられる
・お父さんもすごく真剣に考えている　　　など

★男性の子育てについて

父親が子育てをする必要性を感じない

①
藍
野
大
学

0/44

特
別
授
業

0/14

★ＫＰＩ（測定指標）

自分の人生設計を描くきっかけになった（人）

②
藍
野
大
学

【計画値】
50％以上

【実績値】
28/36
77.8%

･自分の時間がなくてしんどい事ばかりかと思っていたけど自分の子どもというだけでものすごくかわいい
・人を幸せにするためには、自分が幸せになることが必要だから
・身体状況的にも、お母さんへの負担が大きいと改めて思った
・夫婦でお互いに話し合ってルールを決めていけば良いと感じたから
・話を聞く中で、大変さよりも楽しさの方が多かったから
・みんな楽しそうに子どもと関わっていたから
･変化に興味がない
・男尊女卑の文化があるから　　　など

・楽しいイメージだけでなく、大変さのイメージも持てた
・子どもの笑顔を見て、お父さんお母さんが幸せそうだったから
・自分の時間はなくなるが、その分子どもを見る時間が増えると嬉しいとわかったから
・子育ては母親だけがやることじゃないから
・具体的なエピソードを含め、子どもがいることで笑顔が絶えないと感じたから　　　など

受講前

・母親が大変
・疲れそう
・時間に余裕がなくなる

子育ての大切さを理
解できた（人）

【計画値】
80％以上

【実績値】
28/36
77.8%

妊娠・出産の正しい知識
を得る事ができた（人）

【計画値】
－

【実績値】
11/36
30.6%

これから妊娠や子育て中の人に
声かけや手助けをしてみようと思

う（人）

【計画値】
40％以上

【実績値】
12/36
33.3%

その他

【計画値】
－

【実績値】
2/36
5.6%

11/14

78.6%
0/14 0/14

・やろうと思えばできるから
・二人の子は二人で成長させたい
・赤ちゃんと積極的にふれあい、育児をしたい
・夫婦２人で協力することはとても大切だと感じたため
・子育ては父親にとってもすばらしい経験になると思ったから
・両親ともに育てた方が親子ともに幸せそうだと感じたので
・妻は家にいる間、真夜中も子どもにつきっきりであることが多いので、少しでも力にな
れそうなところは尽くすべきだと感じたから　　　　など

父親も積極的に子
育てをした方がよい

父親は母親のサポートで
よい

いずれでもない

38/44

86.4%
0/44

3/44

6.8%

理由

理由

・夫婦の関係も良くなるし、父子の関係も良くなると思ったし、母の苦労を軽減させること
は大事だと思ったから
・二人で決めていくのが大事だと考えたため　　　など

・大変そう
・面倒
・お父さんはあまり育児をしない
・不安

・お父さんとお母さんが子どもと幸せそうに接していたので、私も大変ではあっても、自分の子を愛せる子育てがしたいと
思った
・子どもの笑顔で何でもプラスになれそう
・子育てに対してお父さんも熱意がすごくあった　　　など

・母が９割、父が１割行う
・子育てと仕事の両立は難しい
・とても大変そう。夫婦ゲンカ多そう
・大変で自由がない


